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徴細藻類の名前については一般には学名があるのみ (皐丸)に似ている。学名の Actinotaeniumは，ギ

で，各々の国の言葉で名前の付いている藻は非常に限 リシャ語の aktinos(放射状の光)と taenium 帯)

られている。例えば，著者が興味を持っている接合潔 から。葉緑体の形状から付けられたと思われる。種

についても，一部のものにしか和名が与えられていな 名の cucurbitaはメロンのような， obcuneatumはク

い。欧米諸国の場合，学名，即ちラテン語，またはラ サピ状になる。

テン語化したギリシャ語と，各国言語との聞には密接 Closterium (ミカヅキモ):細胞の形が三日月形であ

な関係があり，その藻の形態や性質などを思い浮かべ るところから。しかし属全体では必ずしも三日月形

るのに大きな不便はないと思われる。しかし日本語の の種類ばかりではなし、。ちなみに中国語では新月藻

場合，ラテン語は本質的に異なった言語であり，学名 という。和名の命名は松村 (1897)以前という(日

からその藻についてのイメージを抱くことはほとんど 本淡水藻図鑑， 1977) 0 Closteriumはギリシャ語の

不可能に近い。藻類学を，専門の学者だけでなく KIoster(紡錐)から。 acerosumは尖った，針のよ

般の人にも少しでも理解して貰い，普及させるには， うな， angustatumは細い， c1osterioides はミカヅキ

和名が是非必要と思う。例えば著者の場合，比較的筒 モ属に似た (Ralfs，1848では Penium属)， cynthia 

単に採集できる Netriumについて一般の人に話すと， は Cynthusの女，即ち貞操と狩猟の女神 Dianaの

必ず和名は何ですかと聞かれる。 こと， dianaeは女神 Dianaから o ehrenbergiiは19

そこで，接合藻の中の主なものについて，属の新称 世紀ドイツの植物(藻類)学者， Ehrenbergから。

25と種の新称 1を以下に提唱したL、。本稿では，和名 gracileはほっそりした，優美な， intermediumは中

が既に発表されているものについても，命名者や由来 聞の， leibleiniiは19世紀初めの藻類学者 Leibleinか

が分かるものは便宜の為にまとめた。また学名の属名 ら。 lineatumは線状の印のついた， lunulaは半月の，

の意味を記した。特に野外で比較的よく観察出来るも moniliferumは l列のビーズ，またはネックレスの

のについては，種名の解説も試みた。 ような。和名のミカヅキモはそもそもこの C.

ところで，普通和名というのは時代や地方で変わり moniliferumに付けられた(松村， 1897，1904，日本

学名のように原則として一度命名したら変更出来な 淡水藻図鑑， 1977による)0naviculaは舟形の， par-

い，とL、ぅ規則はなL、。新称の中のあるものは，やや vulumは非常に小さL、， pritchardi血 umは錐(きり)

上品さに欠けるかもしれない。しかしその類は，既に の， ralfsiiは19世紀英国の藻類学者 Ralfsから。

使われている和名の中にも散見されるようであるし rostratumはくちばしのある，又は長く真っ直で堅

むしろ，そう L、う名前の方が親しみやすく覚えやすい い尖端の意。 striolatumはわずかに縞のある (C.

場合が多いようである。本稿における和名も断定的 striolatumの和名はスジミカヅキモ，松村 (1897，

固定的なものではないので，より上品にその藻の形態 1904)， venusはローマの美の女神から。

や性質を表し，親しみゃすい名があったり，また誤り Cosmarium (ツヅミモ):細胞の形が鼓形をしている。

があれば教えて頂きたい。何はともあれ，本稿がきっ 和名は松村 (1897)またはそれ以前。 Cosmariumは

かけとなって，藻に対して親しみを感じて下さる方が， ギリシャ語の cosmina 装飾)から。細胞壁の表面

少しでも増すことを願っている。 には多くの装飾を伴った孔がある。 decoratumは気

Actinotaenium (フグリモ，新称):細胞の形がフグリ 品のある， obtusatumは丸い，尖らない， punc-
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tulatumの punctaは穴のある表面。

Cosmocladium (イトフグリモ，新称):フグリそが糸

状につながっているところから命名。 Cosmocla-

diumのCosmoはラテン語で美しい， c1adiumは枝

(のある)0 constrictumはラテン語で紐でくくる，

結ぶ。

Cylindrocystis (フタボシモ，新称):星形の葉緑体が

2個あるので命名。学名の cylindrocystisは，ギリシ

ャ語の kylindros(円筒)と kystis(水胞，浮き袋)

から。 brebissoniiのBrebissonは有名なフランスの

藻類学者の名前。 jenneriは， Ralfsの著書「英国産

のツヅミモ類， 1848Jの見事な図を描いたJennerに

因む。

Debarya (ホネオリ，新称):ヒザオリ亜科に属し，

接合過程がホシミドロモドキと同じ性質を持つ(山

岸， 1977)ので， ヒザオリモドキとしたかったが，

学名の意味から Mougeotiopsisにヒザオリモドキが

取られた。形態からと，命名に骨折ったので命名。

Debaryaはフランスの藻類学者 deBaryに因む。本

邦未産であるが(山岸， 1977)，骨を折れば本邦か

らも見つかるかもしれないとL寸期待も込めたい。

Desmidium (チリモ):命名者，命名年，名前の意味

などは不祥。コウガイチリモが1900年の命名なので，

チリモはそれ以前と推定される。広辞宛(岩波)， 

大辞林(三省堂)では塵藻となっており，慶を連想

させるが，つながった細胞が回転しており，非常に

締麗な糸状藻である。縮れた，という意味を表す「ち

りちり」からではないかと思う。山岸(私信)によ

れば，鼓を打つ時，三味線で入れる合いの拍子の言

葉の「チリタッタ」からではないかとL、う。つまり，

ツヅミは既にツヅミモに付けられたので，鼓につき

もののチリタッタからチリモと命名されたとのこと

である。 Desmidiumはギリシャ語の desmos(結び

付けるもの，文はきずな)に由来。 aptoは備える，

gonumは角度のある。 swartziiは，人名 (Swartz)か

ら。

Docidium (ウネリマクラ，新称):横から見た枕が，

小波を打った形。本藻は始めナミマクラとしたが(漬

田， 1990)，既に海産褐藻の Elachistafucicolaに与

えられていたので・変更。 Docidiumはギリシャ語の

dokidion (小さい棒)から。 undulatumは波打った，

うねるの意のラテン語。

Euastrum (イボマタモ，新称):細胞の形態が，死だ

らけの股のようである。学名は Euastrum。ギリシ

ャ語の eu (本当の)と astron(星)の合成。種名

のansatumはラテン語で柄のある。 oblongumはや

や長い，楕円形の。 verrucosumは疲れ、ぼ)の，

ttだらけの。

Gonatozygon (ケズネモ):市村 (1973)によれば， r私
の仲間のひとりが， Gonatozygonのことをケズネモ

と呼んだ。上品ではないが，特徴を良く表現してい

ると思う」とある。 Gonatozygonは，ギリシャ語の

goneia 角度のある)と zygo(つながった)から。

細胞が曲がりながらつながっている様子からと思わ

れる。種名の brebissoniiはCylindrocystisの項を参

照。 monotaeniumはmono(1つの)と taenium(帯)

から。

Haplotaenium (ヒトツオピコウガイ):コウガイチリ

モ属から別れた新属(坂東， 1988)。葉緑体が中心

に 1本あるところから命名。 Haplotaeniumは 1本

の帯の意味。 minutumはラテン語で、大変小さな，

rectumは真っ直な。

H yalotheca (シラタキミドロ，新称):糸状に連なっ

た藻が・ンラタキのような寒天質で包まれているので

命名。 hyalothecaはギリシャ語の hyalos(無色)と

theca (容器又は包み)から。 dissiliensは飛び散る，

mucosaは粘液の。

Mesotaenium (サヤマメモ，新称):形が爽豆に似て

いるので命名。 Mesotaeniumは，ギリシャ語の

mesos (中央)と taenia 帯)から。

Micrasterias (アワセオオギ，新称) 既に藻類研究法

(1979)には，クンショウチリモの名がある。しかし

形が扇子を 2個合わせた種が多い上，クンショウモ

やチリモは和名として既にあり，まぎらわしいので

アワセオオギとした。 Micrasteriasはギリシャ語の

micros 小さ L、)と astron (星)から。種名の

apiculataは短く太い尖りのある。 ceylanicaはセイ

ロン(国名)の， decemdentataは10の歯のある，

notataは印を付けた(英語の note)0 pinnatifidaは

羽毛 (pinna)のように (fidus)裂けた， thomasianaは

人名 (Thomas)から， trunctataは切断された。

Mougeotia (ヒザオリ):有性生殖で接合子を作る際，

膝を折ったように曲がるところから付けられたとい

う。岡村(1902)にはなく，岡村 (1916)には見え

る。 Mougeotiaは， 19世紀の藻類学者 A.Mougeot 

に因む。 scalarisはラテン語で梯子の。 M.scalaris 

は，斎田 (1910)により，ハシゴモと命名されてい

る。 vIrescensはラテン語で淡緑色の。

Mougeotiella (ステゴヒザオリ，新称)・ヒザオリに

似ており，しかも接合の際，細胞の一部は配偶子に
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ならず，細胞質残津(ざんさし、)として配偶子形成

に関与せず捨てられる(山岸， 1977) ので命名。

MougeotiellaはMougeotia(ヒザオリ)， ellaは小さ

いことを示す接尾辞。 sphaerocarpaのsphaeroは球

形の， carpaは果実，即ち接合子。

Mougeotiopsis (ヒザオリモドキ，新称): Mougeotiop-

sisはMougeotiaの外観を持ったと言う意味。ヒザ

オリ亜科に属し，接合過程がホシミドロ，アオミド

ロ主同じ性質を持つ(山岸， 1977)ところから命名。

Neozygonema (ステゴホシミドロ，新称):ホシミド

ロに似ており，しかも接合過程が，ステゴヒザオリ

と同じ(山岸， 1977)ところから命名。 Neoはギリ

シャ語の Neos(新しL、)から。

Netrium (ハタヒモ，新称):細胞の外形が機(ハタ)

を織るときの符(ヒ)に似ているので命名したが，

もともと Netriumはギリシャ語で，機織の符を意

味する Netronからであった。 digitusはラテン語で・

指。 interruptumは，ラテン語で散らばった，まば

らな。

Penium (タテプエモ，新称):細胞の形が縦笛に似て

いる所から命名。 Peniumはラテン語の penna(ベ

ン，羽)からと恩われる。 cylindrus は筒，

margaritaceum は真珠状の， phymatosporum の

phymatoは腫蕩またはふくらみ， sporumは胞子。

silvae-nigraeは黒い森， spinospermumは刺のある

実， spirostriolatumは螺旋形でわずかに縞の入った。

Pleurotaenium (コウガイチリモ):細胞の形が，歌麿

などの浮世絵の美人女性が髪飾りに挿している棒状

の奔(こうがし、)に似ているところから。但し，旧

仮名遣いで， iかうがL、ちりも」とある(大野，

1900) 0 Pleurotaeniumはギリシャ語で複数の帯。葉

緑体が多くあり，細胞壁の周囲に分布しているとこ

ろから。 ehrenbergiiは Closteriumの項を参照。

nodosumは節のある，顕著につながった，特に P.

nodosumをコプコウガイチリモ(新称)とする。

trabeculaはラテン語で、小さな柱。

Roya (ナギナタモ，新称):細胞の形が長万(なぎな

た)に似ている。 Royaは藻類学者のJ.Royから。

叩 glicaはイギリスの， cambricaはウエールズの。

Sirocladium (ジカヒザオリ，新称):ヒザオリ亜科に

属する。 Siroはギリシャ語の seira(series，連続)

cladiumはラテン語で枝(のある)。

Sirogonium (スジミドロ，新称):アオミドロに似て

いるが，葉緑体が縦に筋の入った形から命名。

Sirogoniumは，ギリシャ語の seiraとgon(生殖質

の構造)を合わせたもの。 sticticumは，ラテン語

でスポットのある。

Sphaerozosma (カギイトマキミドロ，新称):イトマ

キミドロに似た細胞が，鍵に似た突起で連なるので

命名。 Sphaerozosmaは，ギリシャ語の sphaero(球

形の)から。 zosmaは不明。 aubertianumは， 19世

紀の植物生理学者の Aubertからと思われる。

granulataは粒状の。

Spinoclosterium (トゲミカヅキモ):ミカヅキモに似

ているが，細胞の両端に刺がある。 Spinoclosterium

は刺のあるミカヅキモの意。日本淡水藻図鑑 (1977)

に出ている。 cuspidatumはラテン語で突然紹くな

る，短く固い尖端。

Spirogyra (アオミドロ):青味泥(岩波，広辞宛)。

ミドロは血みどろ等のみどろ，または縁が転じたも

のとも思われる。アオミドロの名は大野直枝

(1899) ，松村 (1897，1904) に見えるという(旧仮

名遺いでは，あをみどろ)0 Spirogyraは，ギリシャ

語の speira コイル，とぐろに巻いた物，螺旋形の)

とgyros(からみ合わせる，前後に曲がっている)の

合成形で，その葉緑体の形態から，種名の

/luviatilisはラテン語で川や小JlIに生えている。

gracilisは細い，優美な， S. gracilisの和名はヒメア

オミドロ(斎田， 1910) 0 micropunctataのmicroは

小さな， punctataは表面があばTこのような。刊n-

nanensisのYunnanはラテン語で中国の雲南，…en-

sisは…産の。

Spirotaenia (ネジモ，新称):葉緑体がネジのように

巻いているので命名。 Spirotaeniaはギリシャ語の

speira 螺旋状の)と taenia 帯)から，

erγtbrocephalaのery由roは赤い， cephalaは頭， con-

densataは，ラテン語で一緒に込み合った。 oblonga

はラテン語で、尖端が丸く楕円形の。 obscuraは黒い，

暗いまたは不明瞭な。

Spondylosium (イトマキミドロ，新称):糸状に連な

った細胞の 1個は糸巻きに似ているところから命名。

Spondylosiumはギリシャ語の spondylus(二枚貝)

から。細胞が二枚貝に似ている。 moniliformeは，

一列のビーズ，またはネックレス状の， leutke-

muelleriは19世紀末-20世紀初めの藻類学者， J. Lu-

tkemullerから。

Staurastrum (ホシガタモ):細胞全体が星型をしてい

る。新称のつもりでいたが(漬田， 1990)，既にこ

の和名は広瀬(1959)に見える。この属はかなり大

きく，様々な形態のものが含まれている。
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Staurastrumはギリシャ語の stauron(十字又は交叉)

とastron(星)の合成。 aculeatumはラテン語で刺

すような， armigerumは武器を持った。 cerastesは

ツノヘビ， controversumは争いの， furcigerumはさ

すまたを持ったの意か?japonicumは日本の， or. 

natumは飾られた，立派な。 subsaltansは塩基性塩。

百 mnogametum(ニセヒザオリ，新称):ヒザオリ亜

Zygogonium (ベツホシミドロ，新称):ホシミドロに

似ているが，接合過程が少し別なので命名。

Zygogoniumはギリシャ語の zygo(つながった)と

goneia(角度のある)からと思われる。 encetorum

は潅木の 1種ヒースの生えた荒野の。

なお，本稿は潰田(1990)を元にした。

科に属し，ニセアオミドロと同様の性質を持つ(山 謝 辞

岸， 1977)ので命名。 Temnogametumはギリシャ

語の temno(切断，通過)と garr肌 1m(記偶子)

の合成形。 borealeはラテン語で，北の。

Temnogyra (ニセアオミドロ，新称):山岸(1977)

によれば，アオミドロE科に属し，ニセヒザオリ同

様，不稔細胞と接合管を生ずるので命名。 Tem-

nogyraはギリシャ語の temnoとgyros(絡み合わせ

る)の合成形。 punctataは Spirogyraを参照。

Tetmemorus (カメガシラモ，新称):亀頭に似ている

ので命名。亀頭は音読みしない方が上品(? )。

Tetmemorusの morusは桑。 laevisは滑らかな。

Triploceras (オユノカナボウ):細胞の形態から命名

された。水野 (1964)に見える。学名の Triploceras

はギリシャ語の triploos(3倍の)と ceras(角また

は角状の突起)に由来。 gracileは Closteriumの項

を参照。

Xanthidium (トゲツヅミモ，新称):トゲのあるツヅ

ミモ状の形態から命名。 Xanthidiumはギリシャ語

のxanthi(黄色)から， diumは空。 apiculatumは

短く，太い尖りのある。

Zy伊 ema(ホシミドロ): 1個の細胞に 2個ある葉緑

体の形が星形をしている。ホシミドロの名は既に岡

村 (1902)に出ている。遠藤吉三郎(年代不祥)に

より，ホシガタミドロと呼ばれ，川村 (1918)でも

使われたという(山岸，私信)0Zygnemaはギリシ

ャ語の zygon(碗， くびき)と nema(糸)との合

成形で，その葉緑体の形態から。 peliosporumの

peliosは生命のある， porumは孔とか穴。

Zygnemopsis (ホシミドロモドキ):ホシミドロ亜科

に属し，接合過程はヒザオリモドキと同じなので命

名された(山岸， 1967)。また，水野(1964)はニセ

ホシミドロとしている。学名の Zygnemopsisは

Zygnemaのような形をした， quadrataは四面の。

日本赤十字看護大学の千原光雄先生と日本大学農獣

医学部の山岸高旺先生からは，多くの御親切な御教示

を戴いた。心から感謝の気持ちを表したL、。
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